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防災学習に諏訪先生 １２月１９日 
 １２月２日に、人権・道徳参観日に講演に来てくださっていた『兵庫県立大学特任教

授』であり、『防災学習アドバイザー』でもある諏訪清二先生が、東又小学校にまた来て

くださいました。今度は５年生の総合的な学習の時間に参加して、防災学習を教えてく

ださり、その後、防災新聞作成の４年生２人にアドバイスをしてくれました。 

 ２時間目は、今まで学習している流れでの防災学習を見て頂きました。子どもたちは

１２月の講演で教えて頂いた、地震で怖いこと『①落ちてくる』『②移動してくる』『③

倒れる』『④割れる』の確認をして、学校探検に出ました。グループに分かれて学校を見

て回り、危ないと思う場所をチェックしました。その時に、子どもたちはあちこちの教

室や廊下から、いろいろな危ないものを見つけ、タブレットで写してきました。それを

発表しあった後、３時間目には諏訪先生から、「この危ないものをすべて学校から取り

除いてもらったらどうだろうか？」と質問され、机や椅子、電子黒板、暖房器具などを

すべて取り除くと勉強もできなくなるので無理ということになりました。 

 そしてまた、物を固定しても家が倒れたらつぶれてしまうので、倒れない丈夫な家が

必要だということになり、牛乳パックを使って作った家を補強することになりました。 

 子どもたちはあれこれ考えて、家を丈夫にしていきました。みんなが考えた工夫は、

「筋交い」「火うち」「耐震壁」「通し柱」の４つに分けることができました。諏訪先生か

らは、「火うち」の案が出てきたのが凄いと褒めて頂きましたよ。 

  
「ここが危ないねえ」と探しています。    牛乳パックの家を補強しています。 

 

 

これが一人一人が考えた「強くて丈夫な家」です。 

どれが「筋交い」「火うち」「通し柱」のアイデアを活用した補

強した家か、分かりますか？ 

 

自分が考えた「丈夫な家」の発表をしたよ。   
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学校評価への協力をありがとうございました 
 先日〆切だった学校評価へのご協力、ありがとうございました。お忙しい中ありがと

うございました。まとめた結果はまた後日配布したいと思います。 

 たくさんのご意見をありがとうございました。今後に生かしていくために参考になる

ご意見や、読んだだけで嬉しくなり今後ますます頑張らなくてはと思えるような温かい

ご意見など、たくさんありがとうございました。ご意見を胸に、職員一同、今後も頑張

っていきたいと思います。 

【相談できる体制について】 

・子どもさんのことで相談できる場として、スクールカウンセラーの山元彩乃先生が、

月に１～２回程度、本校に来てくださっています。月によって日は変わりますが、木

曜日に来てくださっています。時々保護者の方も相談に来てくださっていますので、

もしよかったら、担任又は養護教諭（佐竹）に声をかけて頂けたら連絡調整をします。

守秘義務は守ってくださいますので、学校の教職員に相談しにくいという方もご利用

頂けたらと思います。 

※３学期の予定：（１月１６日）（２月１３日）（２月２７日）９：３０～１７：１５ 

【体操服について】 

・学校の体操服が半袖半ズボンしかないため、寒い日についてジャージがあれば嬉しい

がというご意見がありました。学校としての指定のジャージはありませんが、寒い日

や、体調が悪い日などは、家にあるジャージ等を着てきて大丈夫です。持たせてくだ

さいね。 

【不審物のその後について】 

・ご心配をおかけしていた不審物ですが、４月上旬を最後に、その後は置かれていませ

ん。警察がつい先日まで防犯カメラを複数個所につけてくださり、観察をしてくださ

っていました。警察の方が動物園等にも連絡して調べてくださった結果、どうやら鳥

類などの食べ残しのようだというお返事を頂いています。ご心配をおかけしました。

カメラ設置に関しては警察からお知らせしないようにとの指示がありましたので、全

体へのお知らせをしていませんでした。 

 

【高知新聞に載ったよ】 

１２月１２日（木）               

 


